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全全 体体 概概 要要

留萌ダム
岩尾内ダム
九十九橋付近：約１ｍ低減

忠別ダム
大正橋付近：約１ｍ低減

直轄ダム１３箇所において、洪水調節を実施し、各河川の水位を低減しました。

凡 例
上段 ダム名留萌ダム

幌糠付近：約１ｍ低減

滝里ダム
赤平橋付近 約 低減

大雪ダム
菊水橋付近：約０ ４ｍ低減

九十九橋付近：約１ｍ低減
約

上段 ダム名
下段 下流での水位低減効果量

赤平橋付近：約１ｍ低減

金山ダム
布部橋付近：約０．７ｍ低減

鹿ノ子ダム
学友橋付近：約０．１ｍ低減

菊水橋付近：約０．４ｍ低減

桂沢ダム
新川橋付近：約２ｍ低減

定山渓ダム
豊平峡ダム
北13条大橋付近：約２ｍ低減

十勝ダム
共栄橋付近：約０．６ｍ低減

※当該資料は速報資料であり、今後精査により変更があり得ます。

2漁川ダム
日の出橋付近：約１ｍ低減

札内川ダム
南帯橋付近：約１ｍ低減



桂沢ダムの防災操作効果について桂沢ダムの防災操作効果について

平成23年9月2日から降り始めた雨により 幾春別川上流にある桂沢ダムでは 河川の水位を平成23年9月2日から降り始めた雨により、幾春別川上流にある桂沢ダムでは、河川の水位を
低減させる防災操作を実施しました。

ダムに流れ込んでくる水の一部を貯め込み、下流に放流する水を少なくすることで、幾春別川
新川橋（西川向観測所）付近の水位を概ね２ 程度低減させたと想定されます新川橋（西川向観測所）付近の水位を概ね２ｍ程度低減させたと想定されます。

桂沢ダムの貯留状況

防災操作実施後

西川向観測所（新川橋付近）

ダムがない場合の水位

約3 の水位上昇

ダムがない場合の水位

約2m
約3mの水位上昇約

北幌橋より下流方向

石

狩
桂沢ダム

北幌橋より下流方向

三笠市

岩見沢市

桂沢ダム
幾 春

別 川狩

川

西川向水位観測所西川向水位観測所
水位観測所

凡 例

※当該資料は速報資料であり、今後精査により変更があり得ます。
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今回の出水において 桂沢ダムでは 最大で毎秒約今回の出水において 桂沢ダムでは 最大で毎秒約130130 33の流入がありましたの流入がありました

桂沢ダムの防災操作状況

今回の出水において、桂沢ダムでは、最大で毎秒約今回の出水において、桂沢ダムでは、最大で毎秒約130m130m33の流入がありました。の流入がありました。
それに対し下流への放流を最大でも毎秒それに対し下流への放流を最大でも毎秒20m320m3程度に抑え程度に抑え約約910910万万mm33（札幌ドーム約（札幌ドーム約55個分）個分）のの
洪水をダムに貯め、下流河川の水位低下を図ることが出来ました。洪水をダムに貯め、下流河川の水位低下を図ることが出来ました。
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※当該資料は速報資料であり、今後精査により変更があり得ます。
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桂沢ダムによる水位低減効果（西川向水位観測所地点）桂沢ダムによる水位低減効果（西川向水位観測所地点）

桂沢ダムの防災操作により、幾春別川の新川橋（西川向水位観測所）付近の水位を桂沢ダムの防災操作により、幾春別川の新川橋（西川向水位観測所）付近の水位を概概
ねね2m2m程度低減程度低減させたと想定されます。これにより「はん濫注意水位」を超える水位上させたと想定されます。これにより「はん濫注意水位」を超える水位上
昇を抑制したと推測されます。昇を抑制したと推測されます。

◆西川向水位観測所地点（ダム下流約３３ｋｍ）

昇を抑制したと推測されます。昇を抑制したと推測されます。

20

ダムが無い場合の想定水位 ＥＬ．１２．５２ｍ 概ね2m程度水位低減

15 計画高水位 EL.14.86m

はん濫注意水位 EL 10 60

はん濫危険水位 EL.13.90m

水
位
(m
)

10

はん濫注意水位 EL.10.60m

水防団待機水位 EL.10.00m

水

5

実績水位 ＥＬ １０ ５８

0

実績水位 ＥＬ．１０．５８ｍ

※当該資料は速報資料であり、今後精査により変更があり得ます。
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金山ダムの防災操作効果について

平成平成2323年９月１日から降り続けた雨により 空知川の上流にある金山ダムでは年９月１日から降り続けた雨により 空知川の上流にある金山ダムでは 河川の河川の平成平成2323年９月１日から降り続けた雨により、空知川の上流にある金山ダムでは、年９月１日から降り続けた雨により、空知川の上流にある金山ダムでは、河川の河川の
水位を低減させる防災操作を実施しました。水位を低減させる防災操作を実施しました。
ダムに流れ込んでくる水の一部を貯め込み、下流に放流する水を少なくすることで、布ダムに流れ込んでくる水の一部を貯め込み、下流に放流する水を少なくすることで、布
部大橋（布部水位観測所）付近の水位を最大部大橋（布部水位観測所）付近の水位を最大概ね概ね0 70 7ｍｍ程度低減程度低減させたと想定されますさせたと想定されます部大橋（布部水位観測所）付近の水位を最大部大橋（布部水位観測所）付近の水位を最大概ね概ね0.70.7ｍｍ程度低減程度低減させたと想定されます。させたと想定されます。

金山ダムの貯留状況

防災操作中

富良野市
約3mの水位上昇

金山ダム

東栄橋より上流方向 9/8 PM3:20頃

布部水位観測所 （布部大橋付近）

水位観測所

凡 例

約13.70mの水位上昇

水位観測所

※当該資料は速報資料であり、今後精査により変更があり得ます。
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金山ダムの防災操作状況金山ダムの防災操作状況

今回の出水において 金山ダムでは 最大で約170m3/sの流入がありました

0
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今回の出水において、金山ダムでは、最大で約170m3/sの流入がありました。
それに対し下流への放流を最大でも毎秒100m3程度に抑え約1,940万m3（札幌ドーム約12個分）の洪水を
ダムに貯め、下流河川の水位低下を図ることが出来ました。
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※当該資料は速報資料であり、今後精査により変更があり得ます。
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金山ダムによる水位低減効果（布部水位観測所地点）

平成23年9月5日出水の際、金山ダムの防災操作により、空知川の布部大橋（布
部水位観測所）付近の水位を概ね0.7ｍ程度低減させたと想定されます。

190.0

192.0

◆布部地点における水位低減効果（ダム下流約２５ｋｍ）

概ね0 7ｍ程度水位低減

188.0
計画高水位 H=188.0m

ダムが無い場合の想定水位 H＝182.54m

概ね0.7ｍ程度水位低減

186.0

高
（ m
）

はん濫注意水位 H=184 0m

避難判断水位 H=185.7m

はん濫危険水位 H=186.2m

ダ 無 場合 想定水位

182.0

184.0

標
高

水防団待機水位 H=183.4m

はん濫注意水位 H=184.0m

180.0

今回の実績水位 H＝181.86m

-6.3 38.01 64.8 119.6 141.8 177.1 253.1

178.0

距離（m）
※当該資料は速報資料であり、今後精査により変更があり得ます。
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大雪ダムの防災操作効果について

平成23年9月2日から降り始めた雨により 石狩川の上流にある大雪ダムでは 河川の水位を

たいせつ

たいせつ

平成23年9月2日から降り始めた雨により、石狩川の上流にある大雪ダムでは、河川の水位を
低減させる防災操作を実施しました。
ダムに流れ込んでくる水の一部を貯め込み、下流に放流する水を少なくすることで、石狩川の

上川町菊水橋（上川水位観測所）付近の水位を概ね0.4m程度低減させたと想定されます。
かみかわ きくすい

上川水位観測所
かみかわ上川市街 大 雪 ダ ムの貯留状況

防災操作前 (9月1日15時頃)

上川町菊水橋（上川水位観測所）付近の水位を概ね0.4m程度低減させたと想定されます。

真勲別地点（下流を望む）

EL 774.2m

上川町
かみかわ

層雲峡
温泉街

防災操作終了 （9月8日12時頃）

大雪ダムで
約１９ｍ水位上昇

大雪 ダム
たいせつ

国道273号

EL 793.1m 9
※当該資料は速報資料であり、今後精査により変更があり得ます。



大雪ダムの防災操作状況
たいせつ

今回の出水において 大雪ダムでは 最大で毎秒約200m3の流入がありました
たいせつ

今回の出水において、大雪ダムでは、最大で毎秒約200m の流入がありました。
それに対し下流への放流を最大でも毎秒30m3程度に抑えることで、差分をダムに貯め込み、
約1,080万m3(札幌ドーム約7個分)の洪水を貯め、下流河川の水位低下を図ることが出来ました。

流域総雨量（ダム流域平均）
180mm

9月2日17時
ダムへ流れ込んでた最大水量約

200m3/s

ダムに流れ込む水を貯めながら少
しずつ川へ流し 急激な川の増水

下流の増水をピーク時で
約170m3/s抑えました。

しずつ川へ流し、急激な川の増水
を抑えました。

ダムに貯めた水量
約1,080万m3

ダムから放流した最大水量約30m3/s

10
※当該資料は速報資料であり、今後精査により変更があり得ます。



大雪ダムによる水位低減効果（上川水位観測所地点）
たいせつ

かみかわ

大雪ダムの防災操作により 石狩川の菊水橋(上川水位観測所付近)の水位を
たいせつ かみかわきくすい

大雪ダムの防災操作により、石狩川の菊水橋(上川水位観測所付近)の水位を
概ね0.4m程度低減させたと想定されます。これにより「はん濫注意水位」から
の水位上昇を小さく抑えることができたと推測されます。

◆上川水位観測所地点（ダム下流約３３ｋｍ）

ダムが無い場合の想定水位 ＥＬ．327.90ｍ

概ね0.4m程度水位低減

計画高水位計画高水位 EL.330.64 mEL.330.64 m水
位

(m)

水防団待機水位水防団待機水位 EL 326 90 mEL 326 90 m

はん濫注意水位はん濫注意水位 EL.327.40 mEL.327.40 m

水防団待機水位水防団待機水位 EL.326.90 mEL.326.90 m

実績水位 ＥＬ．327.54ｍ

11
※当該資料は速報資料であり、今後精査により変更があり得ます。



漁川ダムの防災操作効果について

平成平成2323年年99月月11日から降り始めた雨により 漁川の上流にある漁川ダムでは日から降り始めた雨により 漁川の上流にある漁川ダムでは 河川の水位を河川の水位を平成平成2323年年99月月11日から降り始めた雨により、漁川の上流にある漁川ダムでは、日から降り始めた雨により、漁川の上流にある漁川ダムでは、河川の水位を河川の水位を
低減させる防災操作を実施しました。低減させる防災操作を実施しました。
ダムに流れ込んでくる水の一部を貯め込み、下流に放流する水を少なくすることで、漁川ダムに流れ込んでくる水の一部を貯め込み、下流に放流する水を少なくすることで、漁川
の日の出橋（日の出橋水位観測所）付近の水位をの日の出橋（日の出橋水位観測所）付近の水位を概ね１ｍ程度低減概ね１ｍ程度低減させたと想定されますさせたと想定されますの日の出橋（日の出橋水位観測所）付近の水位をの日の出橋（日の出橋水位観測所）付近の水位を概ね１ｍ程度低減概ね１ｍ程度低減させたと想定されます。させたと想定されます。

防災操作前

漁川ダムの貯留状況

8/11 AM10:30頃

恵庭市

防災操作前 8/11 AM10:30頃

恵庭市街

出橋水位観測所

約約22ｍの水位上昇ｍの水位上昇

9/6 PM1:00頃
ダム湖状況

防災操作中

漁川ダム

日の出橋水位観測所
（日の出橋付近）

9/6 AM8:00頃

ダム湖状況

流木の捕捉流木の捕捉

水位観測所

凡 例
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漁川ダムの防災操作状況漁川ダムの防災操作状況漁川ダムの防災操作状況

今回の出水において、漁川ダムでは、最大で毎秒約今回の出水において、漁川ダムでは、最大で毎秒約250m250m33の流入がありました。の流入がありました。
それに対し下流への放流を最大でも毎秒それに対し下流への放流を最大でも毎秒150m150m33程度に抑え程度に抑え約約130130万万mm33（札幌ドーム（札幌ドーム
約約11個分）個分）の洪水をダムに貯め、下流河川の水位低下を図ることが出来ました。の洪水をダムに貯め、下流河川の水位低下を図ることが出来ました。
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9月6日6時
ダムへ流れ込んできた最大水量
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※当該資料は速報資料であり、今後精査により変更があり得ます。



漁川ダムによる水位低減効果（日の出水位観測所地点）

漁川ダムの防災操作により、漁川の日の出橋（日の出橋水位観測所）付近の水位を漁川ダムの防災操作により、漁川の日の出橋（日の出橋水位観測所）付近の水位を概ね概ね
１１mm程度低減程度低減させたと想定されます。これにより「水防団待機水位」を超える水位上昇をさせたと想定されます。これにより「水防団待機水位」を超える水位上昇を
抑えることができました。抑えることができました。

36

抑えることができました。抑えることができました。

◆日の出橋水位観測所地点（ダム下流約１４ｋｍ）

34

35

32

33

ｍ
）

計画高水位 EL.32.37m

ダムが無い場合の想定水位 31.14m（想定）

概ね１m 程度水位低減

30

31水
位
（
ｍ

はん濫注意水位 EL.31.30m

水防団待機水位 EL.30.60m

29

30

実績水位実績水位 30.26m30.26m

27

28
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※当該資料は速報資料であり、今後精査により変更があり得ます。



豊平峡ダム・定山渓ダムの防災操作効果について

平成平成2323年９月５日から降り始めた雨により 豊平川の上流にある豊平峡ダム 定山渓ダ年９月５日から降り始めた雨により 豊平川の上流にある豊平峡ダム 定山渓ダ平成平成2323年９月５日から降り始めた雨により、豊平川の上流にある豊平峡ダム、定山渓ダ年９月５日から降り始めた雨により、豊平川の上流にある豊平峡ダム、定山渓ダ
ムでは、ムでは、河川の水位を低減させる防災操作を実施しました。河川の水位を低減させる防災操作を実施しました。
ダムに流れ込んでくる水の一部を貯め込み、下流に放流する水を少なくすることで、豊平ダムに流れ込んでくる水の一部を貯め込み、下流に放流する水を少なくすることで、豊平
川の北川の北1313条大橋（雁来水位観測所）付近の水位を条大橋（雁来水位観測所）付近の水位を概ね２ｍ程度低減概ね２ｍ程度低減させたと想定されます。させたと想定されます。

札幌市

川の北川の北1313条大橋（雁来水位観測所）付近の水位を条大橋（雁来水位観測所）付近の水位を概ね２ｍ程度低減概ね２ｍ程度低減させたと想定されます。させたと想定されます。

雁来水位観測所（北13条大橋付近）

ダムがなかった場合の最高水位

防災操作前

豊平峡ダムの貯留状況

8/11 AM10:30頃

約2m

定山渓ダム

定山渓市街
幌平橋より下流方向

9/6 AM10:00頃

防災操作中 9/6 PM1:30頃

豊平峡ダム

凡 例

防災操作中

約13.70mの水位上昇

流木の補足
水位観測所

利水ダム

流木の補足
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※当該資料は速報資料であり、今後精査により変更があり得ます。



豊平峡ダムの防災操作状況

今回の出水において 豊平峡ダムでは 最大で毎秒約今回の出水において 豊平峡ダムでは 最大で毎秒約530530 33の流入がありましたの流入がありました

0 0

今回の出水において、豊平峡ダムでは、最大で毎秒約今回の出水において、豊平峡ダムでは、最大で毎秒約530m530m33の流入がありました。の流入がありました。
それに対し下流への放流を最大でも毎秒それに対し下流への放流を最大でも毎秒110m3110m3程度に抑え程度に抑え約約1,4301,430万万mm33（札幌ドーム約（札幌ドーム約99個分）個分）の洪の洪
水をダムに貯め、下流河川の水位低下を図ることが出来ました。水をダムに貯め、下流河川の水位低下を図ることが出来ました。
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ダムへ流れ込んできた最大水量
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ダムに貯めた水量
約1,430万m3

ダムに流れ込む水を貯めながら
少しずつ川へ流し、急激な川の
増水を抑えました。

ダムから放流した最大水量
約110m3/s

下流の増水をピーク時で約
450m3/s抑えました。

50

100

150

200

250

300

流
入

455

約110m3/s

- 450

9月5日 9月6日

1
:
0
0

1
7
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

9
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0

1
2
:
0
0

1
3
:
0
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

1
7
:
0
0

1
8
:
0
0

1
9
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

2
3
:
0
0

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

9
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0

1
2
:
0
0

1
3
:
0
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

16
※当該資料は速報資料であり、今後精査により変更があり得ます。



定山渓ダムの防災操作状況

今回の出水におい 定山渓ダム は 最大 毎秒約今回の出水におい 定山渓ダム は 最大 毎秒約160160 33の流入がありましたの流入がありました今回の出水において、定山渓ダムでは、最大で毎秒約今回の出水において、定山渓ダムでは、最大で毎秒約160m160m33の流入がありました。の流入がありました。
それに対し下流への放流を最大でも毎秒それに対し下流への放流を最大でも毎秒65m365m3程度に抑え程度に抑え約約225225万万mm33（札幌ドーム約（札幌ドーム約11個分）個分）の洪水の洪水
をダムに貯め、下流河川の水位低下を図ることが出来ました。をダムに貯め、下流河川の水位低下を図ることが出来ました。

0

10

20

30

間
雨
量
(m
m
)

0

40

80

120

累
計
雨
量
(m流域総雨量（ダム流域平均）

106mm
40

50

時
間

160

200

m
)106mm

時間雨量
累計雨量

9月5日 9月6日

1
7
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0

1
2
:
0
0

1
3
:
0
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

1
7
:
0
0

1
8
:
0
0

1
9
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

2
3
:
0
0

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

9
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0

1
2
:
0
0

1
3
:
0
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

160

180

200

381.6

381.8

3829月6日7時
ダムへ流れ込んできた最大水量

約160m3/s

9月5日 9月6日

貯水位（m）
流入量（m3 /s）
放流量（m3 /s）

80

100

120

140

量
・
放
流
量
(㎥
/
s
)

3808

381

381.2

381.4

貯
水
位
(m
)

ダムに貯めた水量
約225万m3

下流の増水をピーク時で約
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豊平峡・定山渓ダムによる水位低減効果（雁来水位観測所地点）豊平峡・定山渓ダムによる水位低減効果（雁来水位観測所地点）

豊平峡ダム・定山渓ダムの防災操作により、豊平川の北豊平峡ダム・定山渓ダムの防災操作により、豊平川の北1313条大橋（雁来水位観測所）条大橋（雁来水位観測所）
付近の水位を付近の水位を概ね概ね2m2m程度低減程度低減させたと想定されます。これにより「はん濫危険水位」をさせたと想定されます。これにより「はん濫危険水位」を
超える水位上昇を抑えるとともに、公園等に利用されている河川敷への濁流の流下を抑超える水位上昇を抑えるとともに、公園等に利用されている河川敷への濁流の流下を抑

◆雁来水位観測所地点（豊平峡ダム下流約３９ｋｍ、定山渓ダム下流３２ｋｍ）

超える水位上昇を抑えるとともに、公園等に利用されている河川敷 の濁流の流下を抑超える水位上昇を抑えるとともに、公園等に利用されている河川敷 の濁流の流下を抑
制したと推測されます。制したと推測されます。

13

14

15

計 高水位

ダムが無い場合の想定水位 ＥＬ．１０．６２ｍ
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避難判断水位 EL.8.20m

4

5

6 水防団待機水位 EL.5.40m

実績水位 ＥＬ ８ ４９ｍ

公園等に利用されている河川敷

2

3

実績水位 ＥＬ．８．４９ｍ
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平成平成2323年年99月月11日から降り始めた雨により 空知川の上流にある滝里ダムでは日から降り始めた雨により 空知川の上流にある滝里ダムでは 河川の水位河川の水位

滝里ダムの防災操作効果について滝里ダムの防災操作効果について

平成平成2323年年99月月11日から降り始めた雨により、空知川の上流にある滝里ダムでは、日から降り始めた雨により、空知川の上流にある滝里ダムでは、河川の水位河川の水位
を低減させる防災操作を実施しました。を低減させる防災操作を実施しました。
ダムに流れ込んでくる水の一部を貯め込み、下流に放流する水を少なくすることで、空知ダムに流れ込んでくる水の一部を貯め込み、下流に放流する水を少なくすることで、空知

川の（赤平水位観測所）付近の水位を川の（赤平水位観測所）付近の水位を概ね１ｍ程度低減概ね１ｍ程度低減させたと想定されますさせたと想定されます川の（赤平水位観測所）付近の水位を川の（赤平水位観測所）付近の水位を概ね１ｍ程度低減概ね１ｍ程度低減させたと想定されます。させたと想定されます。

滝里ダムの貯留状況

9/4防災操作後防災操作後

芦別市街滝川市 最大で約３m貯水

9/4
AM9:00頃

防災操作後防災操作後

最大で約 貯水
位が上昇

約３約３mmの水位上昇の水位上昇

流木の捕捉流木の捕捉

赤平水位観測所（赤平橋付近）

9/3

水位観測所

凡 例

AM8:00頃

滝里ダム

水位観測所

利水ダム
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滝里ダムの防災操作状況滝里ダムの防災操作状況

9月1日から9月3日までの約130㎜の降雨により 滝里ダムでは最大で約1 100m3/sの流9月1日から9月3日までの約130㎜の降雨により、滝里ダムでは最大で約1,100m /sの流
入がありました。その間、最大約470m3/sの洪水調節を行いました。
今回の出水において、滝里ダムでは約1,480万m3(札幌ドーム約9個分)の洪水を貯留し、
河川の増水を抑えました。河川の増水を抑えました。
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滝里ダムによる水位低減効果（赤平水位観測所地点）滝里ダムによる水位低減効果（赤平水位観測所地点）

滝里ダムで行った防災操作は、赤平市市街部赤平橋（赤平水位観測所）付近の
水位を概ね1ｍ程度低減させたと想定されます。

55

◆赤平水位観測所地点（ダム下流約３３ｋｍ）

赤平市泉町
目地先

赤平市東文京町
目地先

50

４丁目地先 １丁目地先

計画高水位 EL=50.09m

避難判断水位 EL 48 70m

概ね1m程度 水位低減
はん濫危険水位 EL=49.50m

45

ダムが無い場合の想定水位 46.16m（想定）

避難判断水位 EL=48.70m

はん濫注意水位 EL=44.90m水
位
(m
)

45

実績水位実績水位 45.18m45.18m

水防団待機水位 EL=43.60m

水

40

35
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忠別ダムの防災操作効果について忠別ダムの防災操作効果について

平成２３年９月２日から降り始めた雨により、忠別川の上流にある忠別ダムでは、平成２３年９月２日から降り始めた雨により、忠別川の上流にある忠別ダムでは、河川の水位を河川の水位を
低減させる防災操作を実施しました。低減させる防災操作を実施しました。
ダムに流れ込んでくる水の一部を貯め込み、下流に放流する水を少なくすることで、忠別川の大ダムに流れ込んでくる水の一部を貯め込み、下流に放流する水を少なくすることで、忠別川の大
正橋（大正橋水位観測所）付近の水位を正橋（大正橋水位観測所）付近の水位を概ね１ｍ程度低減概ね１ｍ程度低減させたと想定されます。させたと想定されます。

忠別ダムの貯留状況

防災操作前 9/1 AM10:20頃

防災操作中 9/3 AM7:30頃
9/3 AM12:40頃

大正橋より下流方向

約 2.7 mの水位上昇

ダムへの
最大流入量

WL=414.25m

WL 411 56

ダムへの
最大流入量

WL=414.25m

WL 411 56 約３９５m3/s

最大放流量
約１０４m3/s

WL=411.56m
約８７７万m3貯留
(札幌ドーム約５．６個分)

約３９５m3/s

最大放流量
約１０４m3/s

WL=411.56m
約８７７万m3貯留
(札幌ドーム約５．６個分)
約８７７万m3貯留
(札幌ドーム約５．６個分)

（忠別ダム水位状況図）
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忠別ダムの防災操作状況忠別ダムの防災操作状況

今回の出水において 忠別ダムでは 最大で毎秒約今回の出水において 忠別ダムでは 最大で毎秒約395m395m33の流入がありました。の流入がありました。

0 0

今回の出水において、忠別ダムでは、最大で毎秒約今回の出水において、忠別ダムでは、最大で毎秒約395m395m の流入がありました。の流入がありました。
それに対し下流への放流を最大でも毎秒それに対し下流への放流を最大でも毎秒104m104m33程度に抑えることで、差分をダムに貯め込み、程度に抑えることで、差分をダムに貯め込み、

約８７７万約８７７万mm33（札幌ドーム約（札幌ドーム約66個分）個分）の洪水を貯め、下流河川の水位低下を図ることが出来ました。の洪水を貯め、下流河川の水位低下を図ることが出来ました。
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下流の増水をピーク時で 約
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忠別ダムによる水位低減効果（暁橋水位観測所地点）忠別ダムによる水位低減効果（暁橋水位観測所地点）

忠別ダムの防災操作により、上川郡東川町東橋（暁橋水位観測所）付近の水位を忠別ダムの防災操作により、上川郡東川町東橋（暁橋水位観測所）付近の水位を
概ね１概ね１mm程度低減程度低減させたと想定されます。させたと想定されます。
これにより「はん濫注意水位」を超える水位上昇を抑えられたと推測されます。これにより「はん濫注意水位」を超える水位上昇を抑えられたと推測されます。

◆暁橋水位観測所地点（忠別ダム下流約 １３ ｋｍ）
217

215

概ね１m程度水位低減

水
位

213 計画高水位 EL.212.94 m

ダムが無い場合の想定水位 ＥＬ．２１０．３４ｍ

概ね１m程度水位低減

（ｍ）

211
はん濫注意水位 EL.210.20 m

避難判断水位 EL.210.70 m

はん濫危険水位 EL.211.00 m

209

水防団待機水位 EL.209.50 m

※※このデータは速報値であり、今後変更することがあります。このデータは速報値であり、今後変更することがあります。
207

実績水位 ＥＬ．２０９．６５ｍ

24
※当該資料は速報資料であり、今後精査により変更があり得ます。



忠別ダムによる水位低減下効果（大正橋水位観測所地点）忠別ダムによる水位低減下効果（大正橋水位観測所地点）

忠別ダムの防災操作により、旭川市街部大正橋（大正橋水位観測所）付近の忠別ダムの防災操作により、旭川市街部大正橋（大正橋水位観測所）付近の 水水
位を位を概ね１概ね１mm程度低減程度低減させたと想定されます。させたと想定されます。
これにより「はん濫注意水位」を超える水位上昇を抑えられたと推測されます。これにより「はん濫注意水位」を超える水位上昇を抑えられたと推測されます。

130
◆大正橋水位観測所地点（忠別ダム下流約 ２５ ｋｍ）

概ね１m程度水位低減

125

計画高水位 EL.123.02 m
ダムが無い場合の想定水位 ＥＬ．１２０．５３ｍ

水
位

120 水防団待機水位 EL.119.50 m

はん濫注意水位 EL.120.40 m

（ｍ）

115

実績水位 ＥＬ．１１９．４４ｍ
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岩尾内ダムの防災操作効果について

平成平成2323年９月２日から降り始めた雨により 天塩川の上流にある岩尾内ダムでは年９月２日から降り始めた雨により 天塩川の上流にある岩尾内ダムでは 河川河川平成平成2323年９月２日から降り始めた雨により、天塩川の上流にある岩尾内ダムでは、年９月２日から降り始めた雨により、天塩川の上流にある岩尾内ダムでは、河川河川
の水位を低減させる防災操作を実施しました。の水位を低減させる防災操作を実施しました。
ダムに流れ込んでくる水を全量貯め込み、下流に流す水の量を抑えることで、天塩川のダムに流れ込んでくる水を全量貯め込み、下流に流す水の量を抑えることで、天塩川の
九十九橋（九十九橋水位観測所）付近の水位を九十九橋（九十九橋水位観測所）付近の水位を概ね１ｍ程度低減概ね１ｍ程度低減させたと想定されます。させたと想定されます。九十九橋（九十九橋水位観測所）付近の水位を九十九橋（九十九橋水位観測所）付近の水位を概ね１ｍ程度低減概ね１ｍ程度低減させたと想定されます。させたと想定されます。

九十九橋水位観測所 九十九橋より上流方向

9/2 PM15:00頃
岩尾内ダムの貯留状況

防災操作前 9/1 AM11:00頃

岩尾内ダム
防災操作後 9/5 PM12:00頃

岩尾内ダム

約11mの水位上昇

流木の捕捉
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※当該資料は速報資料であり、今後精査により変更があり得ます。



岩尾内ダムの防災操作状況

今回の出水において 岩尾内ダムでは 最大で毎秒約今回の出水において 岩尾内ダムでは 最大で毎秒約220220 33の流入がありましたの流入がありました

00

今回の出水において、岩尾内ダムでは、最大で毎秒約今回の出水において、岩尾内ダムでは、最大で毎秒約220m220m33の流入がありました。の流入がありました。
そのその全量をダムに貯め込む全量をダムに貯め込むことにより、ことにより、約約2,7502,750万万mm33（札幌ドーム約（札幌ドーム約1717個分）個分）の洪水を貯の洪水を貯
め、下流河川の水位低下を図ることが出来ました。め、下流河川の水位低下を図ることが出来ました。
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9月2日17時
ダムへ流れ込んできた最大水量

約220m3/s

ダムに貯めた量
下流の増水をピーク時で約

ダムに流れ込む水を貯め
ることにより 河川の増水
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を抑えました。
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※当該資料は速報資料であり、今後精査により変更があり得ます。
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岩尾内ダムによる水位低減効果（九十九橋水位観測所地点）岩尾内ダムによる水位低減効果（九十九橋水位観測所地点）

岩尾内ダムの防災操作により、天塩川の九十九橋（九十九橋水位観測所）付近の水位岩尾内ダムの防災操作により、天塩川の九十九橋（九十九橋水位観測所）付近の水位
をを概ね１ｍ程度低減概ね１ｍ程度低減させたと想定されます。これにより「はん濫注意水位」を超える水させたと想定されます。これにより「はん濫注意水位」を超える水
位上昇を抑えるとともに 公園等に利用されている河川敷 の濁流の流下を抑制したと位上昇を抑えるとともに 公園等に利用されている河川敷 の濁流の流下を抑制したと位上昇を抑えるとともに、公園等に利用されている河川敷への濁流の流下を抑制したと位上昇を抑えるとともに、公園等に利用されている河川敷への濁流の流下を抑制したと
推測されます。推測されます。

▽ はん濫危険水位 EL 135.42 m

ダムが無い場合の想定水位 ＥＬ．１３３．１０ｍ

概ね１ｍ程度位低減

▽ はん濫注意水位 EL 132 30

▽ 避難判断水位 EL 133.50 m

▽ はん濫注意水位 EL 132.30 m

実績水位 ＥＬ．１３２．２２ｍ

公園等に利用されている河川敷 ▽ 水防団待機水位 EL 131.70 m

28
※当該資料は速報資料であり、今後精査により変更があり得ます。



鹿ノ子ダムの防災操作効果について

平成平成2323年年99月月11日日からから降り始めた雨により 常呂川の上流にある鹿ノ子ダムでは降り始めた雨により 常呂川の上流にある鹿ノ子ダムでは 河川の河川の平成平成2323年年99月月11日日からから降り始めた雨により、常呂川の上流にある鹿ノ子ダムでは、降り始めた雨により、常呂川の上流にある鹿ノ子ダムでは、河川の河川の
水位を低減させる防災操作を実施しました。水位を低減させる防災操作を実施しました。ダムに流れ込んでくる水ダムに流れ込んでくる水のの一部一部を貯めを貯め込み、込み、
下流に放流する水を少なくすることで、置戸町市街部学友橋（置戸水位観測所）付近の水下流に放流する水を少なくすることで、置戸町市街部学友橋（置戸水位観測所）付近の水
位を位を概ね概ね0 1m0 1m程度低減程度低減させたと想定されます。させたと想定されます。位を位を概ね概ね0.1m0.1m程度低減程度低減させたと想定されます。させたと想定されます。

学友橋から下流方向

9/4 AM9:00頃

鹿ノ子ダム貯水位状況図

防災操作後の貯水位

最大流入量
約32m3/s

防災操作後の貯水位
EL ４４３．２９m

最大放流量
約20m3/s

防災操作前の貯水位
EL４４２．５０m

約１２５万m3貯留
（札幌ド ム ぼ 個分）

鹿ノ子ダム

（札幌ドームほぼ１個分）

北見水位観測所
鹿ノ子ダムの貯留状況

防災操作前 8/31 AM11:00頃
(EL 442.46m)

防災操作後 9/7 AM 9:00頃
(EL 443.29m)

鹿ノ子ダム

置戸水位観測所

水位観

凡 例
0.8m程度水位上昇

水位観測所
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※当該資料は速報資料であり、今後精査により変更があり得ます。



鹿ノ子ダムの防災操作状況

今回の出水において 鹿ノ子ダムでは 最大で毎秒約今回の出水において 鹿ノ子ダムでは 最大で毎秒約32 332 3の流入がありました それに対しの流入がありました それに対し今回の出水において、鹿ノ子ダムでは、最大で毎秒約今回の出水において、鹿ノ子ダムでは、最大で毎秒約32m332m3の流入がありました。それに対しの流入がありました。それに対し
下流への放流を最大でも毎秒下流への放流を最大でも毎秒20m320m3程度に抑えることで、差分をダムにため込み、程度に抑えることで、差分をダムにため込み、約約125125万万m3m3
（札幌ドームほぼ（札幌ドームほぼ11個分）個分）の洪水を貯め、下流河川の水位低下を図ることが出来ました。の洪水を貯め、下流河川の水位低下を図ることが出来ました。
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約32m3/s
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ダムに貯めた水量
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※当該資料は速報資料であり、今後精査により変更があり得ます。



鹿ノ子ダムによる水位低減効果（置戸水位観測所地点）鹿ノ子ダムによる水位低減効果（置戸水位観測所地点）

鹿ノ子ダムの防災操作により、常呂川の置戸町市街部学友橋（置戸水位観測所）付近鹿ノ子ダムの防災操作により、常呂川の置戸町市街部学友橋（置戸水位観測所）付近
の水位をの水位を概ね概ね00.1.1mm低減低減させたと想定されます。させたと想定されます。

216

◆置戸水位観測所地点（鹿ノ子ダム下流約２２ｋｍ）

概ね0 1m程度水位低減
215

計画高水位 EL 214 17m

概ね0.1m程度水位低減

213

214

はん濫危険水位 EL.213.00m

計画高水位 EL.214.17m

水
位
(m
)

ダムが無い場合の想定水位 ＥＬ．２１１．７５ｍ

212

213

水防団待機水位 EL.212.60m

はん濫注意水位 EL.212.90m

211

実績水位 ＥＬ．２１１．６１ｍ

210 31
※当該資料は速報資料であり、今後精査により変更があり得ます。



前線と台風前線と台風1212号、号、1313号の影響により、平成号の影響により、平成2323年年99月月11日から日から十勝ダム完成後最大十勝ダム完成後最大となる総雨量約となる総雨量約270270㎜㎜の雨が降りました。の雨が降りました。

十勝ダムの防災操作効果について十勝ダムの防災操作効果について

十勝ダムは洪水を貯めて、下流河川の増水を十勝ダムは洪水を貯めて、下流河川の増水を最大で約最大で約320m3/s320m3/s抑える抑えるとともに、十勝川共栄橋地点とともに、十勝川共栄橋地点((清水町）の水位を清水町）の水位を概ね概ね0.6m0.6m
程度低減程度低減させたと想定され、水位低下がなければ「水防団待機水位」を越える水位上昇があったと推測されます。させたと想定され、水位低下がなければ「水防団待機水位」を越える水位上昇があったと推測されます。

十勝ダム管理支所平成２３年９月２日平成２３年９月２日
１７時４０分頃１７時４０分頃

最大流入量最大流入量

約約405m3/s405m3/s

新得町

音更町

※記載している
観測データ等は
速報値(暫定値)です

十勝発電所

共栄橋
清水町

音更町十勝発電所

発電放流発電放流

約約85m3/s85m3/s

ゲート放流ゲート放流

0m3/s0m3/s

芽室町 帯広市

平成平成2323年年99月月11日日 平成平成2323年年99月月99日日

約約85m3/s85m3/s
全放流（ゲート＋発電）全放流（ゲート＋発電）

約約85m3/s85m3/s

平成平成2323年年99月月11日日
（洪水貯留前）（洪水貯留前） （洪水貯留後）（洪水貯留後）

約約17.51m17.51mダムに貯めましたダムに貯めました約約 ダ 貯めましたダ 貯めました

※当該資料は速報資料であり、今後精査により変更があり得ます。



十勝ダムの防災操作状況十勝ダムの防災操作状況

十勝ダムでは最大約405m3/sの流入があり、流れ込む水のうち約4,090万m3（札幌ドーム約

0.0 0.0

50 0

十勝ダムでは最大約405m3/sの流入があり、流れ込む水のうち約4,090万m3（札幌ド ム約
26個分）をダムに貯めて、下流河川の増水を最大で約320m3/s抑えるとともに、合計で３回の
ピークカットを行い、下流の洪水被害を軽減を図ることが出来ました。

時
10.0

20.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0
総雨量は十勝ダム完成後最大の約270mm
(ダム上流域平均雨量)時

間
雨
量
(m
m
) 累

加
雨
量
(m
m
)

時間雨量

累加雨量

500 329.0

30.0

1
9
:0
0

1
:0
0

7
:0
0

1
3
:0
0

1
9
:0
0

1
:0
0

7
:0
0

1
3
:0
0

1
9
:0
0

1
:0
0

7
:0
0

1
3
:0
0

1
9
:0
0

1
:0
0

7
:0
0

1
3
:0
0

1
9
:0
0

1
:0
0

7
:0
0

1
3
:0
0

1
9
:0
0

1
:0
0

7
:0
0

1
3
:0
0

1
9
:0
0

1
:0
0

7
:0
0

1
3
:0
0

1
9
:0
0

1
:0
0

7
:0
0

300.0
(ダム上流域平均雨量)

ダムへの最大流入量

約405m3/s

300

400
324.0

（
m
３
/
s） 貯

水
位

貯水位（m）

流入量（m3/s）

約405m /s

ダムに貯めた量
約4,090万m33

/
s

ダムへの流入量

約360m3/s

ダムへの流入量

約370m3/s

200

314 0

319.0

流
入
量
・
放
流
量

位
(m
)放流量（m3/s）

約
3
2
0
m

ダムに流れ込む水を貯めながら
少しずつ川へ流し、急激な川の
増水を抑えました。

0

100

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

309.0

314.0流

放流量
約85m3/s

最大放流量 約100m3/s

1
9
:0

1
:0

7
:0

1
3
:0

1
9
:0

1
:0

7
:0

1
3
:0

1
9
:0

1
:0

7
:0

1
3
:0

1
9
:0

1
:0

7
:0

1
3
:0

1
9
:0

1
:0

7
:0

1
3
:0

1
9
:0

1
:0

7
:0

1
3
:0

1
9
:0

1
:0

7
:0

1
3
:0

1
9
:0

1
:0

7
:0

9月1日 9月2日 9月3日 9月4日 9月5日 9月6日 9月7日 9月8日 9月9日 33
※当該資料は速報資料であり、今後精査により変更があり得ます。



十勝ダムによる水位低減効果（共栄橋水位観測所地点）十勝ダムによる水位低減効果（共栄橋水位観測所地点）

十勝ダムの防災操作により、十勝川の共栄橋（共栄橋水位観測所）付近の水位を十勝ダムの防災操作により、十勝川の共栄橋（共栄橋水位観測所）付近の水位を概ね概ね
0.6m0.6m程度低減程度低減させたと想定されます。させたと想定されます。
これにより「水防団待機水位」を超える水位上昇を抑えたと推測されますこれにより「水防団待機水位」を超える水位上昇を抑えたと推測されます

◆共栄橋水位観測所地点（十勝ダム下流約◆共栄橋水位観測所地点（十勝ダム下流約23km23km））

これにより「水防団待機水位」を超える水位上昇を抑えたと推測されます。これにより「水防団待機水位」を超える水位上昇を抑えたと推測されます。

概ね0.6m程度水位低減

計画高水位計画高水位 146.72m146.72m
ダムが無い場合の水位ダムが無い場合の水位 EL.143.79mEL.143.79m

はん濫注意水位はん濫注意水位 144.70m144.70m

水防団待機水位水防団待機水位 143.50m143.50m

実際の水位（実際の水位（33日日0:000:00））EL.143.22mEL.143.22m実際 水位（実際 水位（ ））

34
※当該資料は速報資料であり、今後精査により変更があり得ます。



札内川ダムの防災操作効果について札内川ダムの防災操作効果について

前線の影響による前線の影響による99月月11日からの雨により 札内川ダムでは日からの雨により 札内川ダムでは 河川の水位を低減させる防災河川の水位を低減させる防災前線の影響による前線の影響による99月月11日からの雨により、札内川ダムでは、日からの雨により、札内川ダムでは、河川の水位を低減させる防災河川の水位を低減させる防災
操作を実施しました。操作を実施しました。
ダムに流れ込んでくる水の一部を貯め込み、下流に放流する水を少なくすることで、十勝ダムに流れ込んでくる水の一部を貯め込み、下流に放流する水を少なくすることで、十勝
川の南帯橋（南帯橋水位観測所）付近の水位を川の南帯橋（南帯橋水位観測所）付近の水位を概ね１ｍ程度低減概ね１ｍ程度低減させたと想定されます。させたと想定されます。

①今回の観測最高水位時の水位状況(H=76.8m)
ダムが無かった場合の最高水位

H=77.6m(推定)

③下流河川に流れる水の量を少なくすることで急な水位上昇・増水を抑えました。

川の南帯橋（南帯橋水位観測所）付近の水位を川の南帯橋（南帯橋水位観測所）付近の水位を概ね１ｍ程度低減概ね１ｍ程度低減させたと想定されます。させたと想定されます。

南帯橋地点

帯広市

②平常時の水位状況(H=74.9m)

札内川ダム

南帯橋水位観測所 (札内川)

最大貯水位 EL=479.46m平常時の水位 EL=461.24mから

ダム堤体上流面

札内川ダム

①ダムに流れ込む水や降雨などをダムに貯めました。

②下流河川に
影響のない量を

平常時の水位 EL 461.24mから
最大EL=479.46mまで水位上昇

影響のない量を
ダムから少し
ずつ流しました。

撮影時の水位：477.90m

約18.22mダムに貯めました

撮影時の水位：465.67m 35
※当該資料は速報資料であり、今後精査により変更があり得ます。



札内川ダムの防災操作状況札内川ダムの防災操作状況

今回の出水において 札内川ダムでは 最大で毎秒約今回の出水において 札内川ダムでは 最大で毎秒約680m680m33の流入がありましたの流入がありました
 札内川ダムでは､最大で約680m

3
/sの流入があり､ほぼ全量をダムに貯め込みました｡

今回の出水において､札内川ダムで約 2,390万m
3
(札幌ドーム約 15個分)の洪水を貯め､ダム下流の

河川に流れる水量を少なくしたので､河川水位の低下を図ることが出来ました｡

今回の出水において、札内川ダムでは、最大で毎秒約今回の出水において、札内川ダムでは、最大で毎秒約680m680m33の流入がありました。の流入がありました。
それに対し下流への放流を最大でも毎秒それに対し下流への放流を最大でも毎秒130m3130m3程度に抑えることで、差分をダムに貯め込程度に抑えることで、差分をダムに貯め込
み、み、約約2,3902,390万万mm33（札幌ドーム約（札幌ドーム約1515個分）個分）の洪水を貯め、下流河川の水位低下を図ることが出の洪水を貯め、下流河川の水位低下を図ることが出
来ました。来ました。
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※当該資料は速報資料であり、今後精査により変更があり得ます。



札内川ダムによる水位低減効果（南帯橋水位観測所地点）札内川ダムによる水位低減効果（南帯橋水位観測所地点）

札内川ダムの防災操作により、十勝川の南帯橋（南帯橋水位観測所）付近の水位を札内川ダムの防災操作により、十勝川の南帯橋（南帯橋水位観測所）付近の水位を
概ね概ね1m1m程度低減程度低減させたと想定されます。これによりはん濫注意水位を超える水位上昇させたと想定されます。これによりはん濫注意水位を超える水位上昇
を抑えたと推測されます。を抑えたと推測されます。を抑えたと推測されます。を抑えたと推測されます。

◆南帯橋水位観測所地点（札内側ダム下流約44ｋｍ）

概ね1m程度水位低減

※当該資料は速報資料であり、今後精査により変更があり得ます。
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留萌ダムの防災操作効果について

平成平成2323年９月２日から降り始めた雨により 留萌川の上流にある留萌ダムでは年９月２日から降り始めた雨により 留萌川の上流にある留萌ダムでは 河川の河川の平成平成2323年９月２日から降り始めた雨により、留萌川の上流にある留萌ダムでは、年９月２日から降り始めた雨により、留萌川の上流にある留萌ダムでは、河川の河川の
水位を低減させる防災操作を実施しました。水位を低減させる防災操作を実施しました。
ダムに流れ込んでくる水をほぼ全量貯め込み、下流に放流する水を少なくすることで、ダムに流れ込んでくる水をほぼ全量貯め込み、下流に放流する水を少なくすることで、
留萌市幌糠（幌糠水位観測所）付近の水位を留萌市幌糠（幌糠水位観測所）付近の水位を概ね１ｍ程度低減概ね１ｍ程度低減させたと想定されます。させたと想定されます。留萌市幌糠（幌糠水位観測所）付近の水位を留萌市幌糠（幌糠水位観測所）付近の水位を概ね１ｍ程度低減概ね１ｍ程度低減させたと想定されます。させたと想定されます。

留萌ダムの貯留状況

留萌河口
防災操作前 9/2 AM9:00頃

留萌市留萌市 大和田

幌糠

峠下

防災操作後 9/3 AM9:00頃

大和田水位観測所

留萌ダム

幌糠水位観測所

9/2 PM16 00頃9/2 PM16:00頃 9/2 PM16:00頃

約３mの水位上昇

水位観測所

凡 例

※当該資料は速報資料であり、今後精査により変更があり得ます。
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今回の出水において、留萌ダムでは、最大で毎秒約今回の出水において、留萌ダムでは、最大で毎秒約80m80m33の流入がありました。の流入がありました。

留萌ダムの防災操作留萌ダムの防災操作状況状況

今回の出水において、留萌ダムでは、最大で毎秒約今回の出水において、留萌ダムでは、最大で毎秒約80m80m の流入がありました。の流入がありました。
それに対しほぼ全量のそれに対しほぼ全量の約約280280万万mm33（札幌ドーム約（札幌ドーム約1.81.8個分）個分）の洪水をダムに貯め込み、の洪水をダムに貯め込み、
下流河川の水位低下を図ることが出来ました。下流河川の水位低下を図ることが出来ました。
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下流の増水をピーク時で
約80m3/s抑えました

ダムへ流れ込んできた最大水量
約80m3/s

ダムに流れ込む水をほぼ全量貯め、
急激な川の増水を抑えました。

40

60

39.0

41.0

入
量
・
放
流
量
（
m

貯
水
位
(m
)

常時満水位常時満水位 40.85m40.85m約80m3/s抑えました。

ダムに貯めた水量
約280万m3

20 37.0

流
入

ダムから放流した最大水量
約0.3m3/s

約280万m

0

3
:0
0

4
:0
0

5
:0
0

6
:0
0

7
:0
0

8
:0
0

9
:0
0

1
0
:0
0

1
1
:0
0

1
2
:0
0

1
3
:0
0

1
4
:0
0

1
5
:0
0

1
6
:0
0

1
7
:0
0

1
8
:0
0

1
9
:0
0

2
0
:0
0

2
1
:0
0

2
2
:0
0

2
3
:0
0

0
:0
0

1
:0
0

2
:0
0

3
:0
0

4
:0
0

5
:0
0

6
:0
0

7
:0
0

8
:0
0

9
:0
0

35.0

9月2日 9月3日
※当該資料は速報資料であり、今後精査により変更があり得ます。
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留萌ダムによる水位低減効果（幌糠水位観測所地点）留萌ダムによる水位低減効果（幌糠水位観測所地点）

留萌ダムの防災操作により、留萌市幌糠（幌糠水位観測所）付近の水位を留萌ダムの防災操作により、留萌市幌糠（幌糠水位観測所）付近の水位を概ね１概ね１
ｍ程度低減ｍ程度低減させたと想定されます。これにより「はん濫注意水位」に達する水位上させたと想定されます。これにより「はん濫注意水位」に達する水位上
昇を抑制したと推測されます昇を抑制したと推測されます

24

昇を抑制したと推測されます。昇を抑制したと推測されます。

◆幌糠水位観測所地点（留萌下流約２ｋｍ）
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23

24

計画高水位

ダムが無い場合の想定水位 ＥＬ．１８．０７ｍ 概ね１m程度水位低減

19

20

21
計画高水位 EL.20.98m

避難判断水位 EL 18 50m

はん濫危険水位 EL.19.50m

m
）

17

18

水防団待機水位 EL.17.00m

はん濫注意水位 EL.18.10m
避難判断水位 EL.18.50m

水
位
（m

14

15

16

12

13
実績水位 ＥＬ．１７．１５ｍ

※当該資料は速報資料であり、今後精査により変更があり得ます。
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